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岐阜市の他の世代に比べ20代
の流出が多いよね

流出の一番の理由は「就職」かー

大学を卒業したら、
企業などに就職するのが
普通の考え方だよね

でも、最近は働き方も多様化して、
起業したり、フリーランスを選ぶ人

も増えてきたよね

若い人で
「やってみよう！」

「チャレンジしてみよう！」
と考える人は少ないよね

でも、「チャレンジしてみよう！」
って考える若い人が増えたら

おもしろくない？

そうしたら、まちの魅力も増すよね？

まちにも変化が生まれるじゃない？



設定テーマ

チャレンジ



現

状

チャレンジ精神が育つ

創造が生まれる

まちの価値が上がる

持
続
可
能
な
ま
ち

「ヒト」がつながる
「コト」が起こる

「人がつながる 創造が生まれる しなやかさのあるまち」を目指して

思い描くロードマップ

やりたいこと

チャレンジ精神を
育てる
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岐阜市の現状
（岐阜市の中学校3年生の意欲）

「将来の夢や目標を持っている」

「難しいことでも、失敗を恐れず挑戦している」

66.3％ 68.6％

60.6％ 65.9％

＜

＜
出典：全国学力・学習状況調査（文部科学省・2021）、Gifu MIRAI Book（P26）

岐阜市 全国平均

岐阜市 全国平均



ターゲット

これからの生き方を
考え始める
中学2年生

出典：キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書（国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター）

中学卒業後の進路の決定時期：第1位 中学3年生になってから 45.8%
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出典：文部科学省アントレプレナーシップオフィシャルサイト





①中高での起業家教育プログラムは中高での自己決定行動を促進する

②中高における自己決定行動が大学内外でのリーダーシップに影響する

③大学内外でのリーダーシップは社会人になってからのキャリアの希望や

 自らの枠を超えて行動を起こし、新たな価値を創造していこうとする精神

 に影響する

出典：中等教育の起業家教育は社会人になってからのアントレプレナーシップにどのような影響を及ぼすのか？-長期実践事例と10年後の追跡調査に基づく研究-

各々のチャレンジ力や行動力に影響

アントレプレナーシップ教育の効果



義務教育機関でもっと学んでおきたかったと思うこと

生きていく上で必要なお金に関する

知識や能力を身に付けること

第 １ 位

18歳意識調査「第61回-教育-」（日本財団2024年3月6日）



提案の方向性
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チャレンジ精神を育てる

お金を切り口とした
アントレプレナーシップ

教育

【手 法】



市岐阜商デパート

中学校の授業カリキュラム版
に落とし込み実施
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私たちからのご提案



経費計算

広報戦略

販売戦略

マルシェコンセプト決め

マーケティング

商品企画・提案

地域の協力・リソース提供



地域と関わりながら
企画から販売までを経験できる
プログラムを中学校の授業で

マルシェでの販売



学習テーマ

ビジネスコミュニケーション

マルシェコンセプト決め

チームづくり

マーケティング

商品企画・提案

経費計算

広報戦略

販売戦略

マルシェ

振り返り

内容

ビジネス探求の価値とビジネスコミュニケーションの取り方

マルシェのコンセプトを決めて全体の方向を決める

どの協力店舗と組んで活動するのか決める

協力店舗に関係する商品でニーズがあるものを見出す

協力店舗の中で推す商品または開発する商品を考える

販売する商品の経費を計算して利益を想定する

マルシェのCMを作成して広報材料をつくる

当日の役割や売り方を考える

これまでやってきたことの成果を出す

何を得ることができたのか明らかにする

時間

1

2

1

3

4

2

3

2

1

1

カリキュラム例

【合計】
20
コマ



藍川北学園での実施



藍川北学園
8年生

コンセプト決め

マーケティング調査

商品の開発

経費の計算

広報活動

マルシェでの販売

地 域

協力・リソース提供

R7年度 R8年度 R9年度

スキーム及びロードマップカリキュラムとして実施

PDCAサイクルにより
２か年で

授業モデルを構築

授業サポートツールの作成

構築されモデル
で実施

各校への展開

専属コーディネーター
によるサポート

【サポート率：80%】 【サポート率：40%】 【サポート率：20%】
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真剣Biz経営塾



期待できる効果（１）

出典：真剣biz経営塾の参加者アンケート

満足度と
「住むまち」と「ひと」の関わり



期待できる効果（２）

全国平均（18歳） 参加者（取組前） 参加者（取組後）

自分で国や社会を
変えられると思う 18.3％ 23.5％ 76.5％

自分は責任がある
社会の一員だと思う 44.8％ 35.2％ 76.5％

社会課題について
周りの人と議論する 27.2％ 23.5％ 82.4％

18歳意識調査（日本財団）を基に比較した関市での参加者アンケート

50％前後のUP↑

生徒の
意識変容・行動変容



出典：令和5年度 全国学力・学習状況調査の結果（P20）

「主体的・対話的で深い学び」に取り組んだ児童生徒は、

社会経済的背景が低い状況にあっても、

各教科の正答率が高い傾向が見られる。

期待できる付随効果

学力の向上



藍川北中学校への説明

面白そう！
教員が学べることも多い！
まさに児童だけでなく、教員にとっても「チャレンジ」！

新しいことに取り組むことに教員は不安を感じる
このようにサポートを受けながらできるのは安心材料
どのように進めるのかは対話をしながら決めていきたい

私も学びたかった

次の9年生の「自立」を目指した学びのために
このプログラムはその段階に繋げるためにも
有効性があるものであると感じる
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事業の「継続性」

①毎回の授業は教員の負担を増やさずに、
 アントレプレナーシップ要素を織り込むことのできる
（カリキュラム）指導書を作成する。

②学校や教員の負担になる部分は、
 民間のサポートを得られる体制を構築する。

③民間の専属コーディネーターをつけることにより、
 教員の異動があっても
 当プロジェクトのクオリティを担保する。



藍川北学園
8年生
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授業サポートツールの作成

専属コーディネーター
によるサポート





事業の市内中学校への「展開性」

①授業サポートツールを作成する
動画教材やワークシートを2年かけて作成する。

 教員の授業負担を減らすことや、気軽に授業として取り入れられる。

②カリキュラムの時間数・内容をカスタマイズできるモデルを構築する
このカリキュラムはその学校がどれだけ時間を割くことができるかによって、

 どの部分に長く時間を使うのかをカスタマイズすることが可能である。
 その場合は、専属のコーディネーターと相談をし、
 教師や生徒の要望を反映させたカリキュラムとすることができる。
 例として、最短であれば、すでに地域にある商品の「販売促進をするにはどうしたらいいか？」という問いで、
 商品や人を知ること、販売戦略を練り、ICTを活用すること、などの焦点を当てたカリキュラムとすることもできる。



事業の「応用性」

ツバメヤとのコラボ【和菓子】

HUKINとの
コラボ【バック等】

ペンギンブーツとの
コラボ【Tシャツ等】

サンビルで販売

参道
まるけ
で販売

プログラム参加した
やる気のある中学生

まちなかを
フィールドに



項 目 金額（税込）

マルシェ純利益（予想） 100,000円

合 計 100,000円

項 目 金額（税込）

プロジェクト実行費 820,000円

人件費 391,000円

報償費 340,000円

消耗品費等 80,000円

間接経費（10％） 163,100円

合 計 1,794,100円

【収入の部】

【支出の部】

事業費
（令和7年度）

授業サポートは徐々に下げていくが、
令和8年度は「授業サポートツールの本格的な作成」、

令和9年度は「他校展開への準備」のため、同額程度の事業費を見込む

店舗謝礼金等

カリキュラム・ルーブリック作成等

マルシェチラシ印刷等

講師・サポートスタッフ等



Kくん（中学3年生）

Kさん（中学2年生）

普段の中学校での勉強もいいけど、
学校外の活動で地域の大人たちと一緒に何かをやると

楽しいし、学べることもたくさんある。
だからこそ、こんな授業があるなら、羨ましい！

中学校では、友達・先生・親といった狭い関わり合いしかない。
だから色々な人と関わりをもって、自分たちの力で答えを

出していく経験が学校でできるのは魅力的。
なんか楽しそう！

この提案を聞いた現役市内中学生の声
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ま と め



ご清聴いただき、

ありがとうございました
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